
第３号樺式鰯15条関係）

事業者排出量削減報告書

【法人にあ

ては名称及び代
宝石の

注１政劃するロには、レ印を鹿入してください．特定乎裳者以外の卒薬者の方はし印の旧人は不要で１で

Ｂｒ基申年度」とはRH園】周団の前年度を、「ロ侭年度」とはBf西湖1mの趾$9年度を．「報白J旱ﾛロとは叶田期、のうち、今１面l報古の対象となるq旦皮をいいま狼

３１璽巍甦哩麹一と睡京鍛内｡蕊Bi鱒の湾轡⑫蝕里二塾羊=鰹用I野1淫數墾竃効果ガュを､ｒ伯送本丙排出区分｣とは自助輕竃本桑君については使用の木箆の位皿を京錨内とする車両
の０F出すろ沮室Hb采ガスを、鉄近事桑名については保有する貨物車両又は鰍客車丙の排出する四肛効劇騨スを、「その0回４床Iu区分」とは上配以外の京都府内における1F頚所６Fの事黛活助に伴い発生する辺室効果ガス
をいいます．

４－[円[拠塗,の坦璽MLｶﾞ識幽丘等｣の｢用途区分｣には､。。工拐､事務所などの用途を鹿入して<ださ0,．「凧単位の柑榎｣には.分子の｢=欧化B兇索換算｣の下に分母となる柑楓(…致邑､正ぺ床面
蹟．走行面ﾛ回専）を挺入してください．

５「その他の地球四則l化対策による垣室効果ガスの別独仕0F」のうち『森林の保全及び駐恂」の『日揮年度（計画）」梱にはBf岡期間中のロ侭のH1計を、「伍告年度（爽紋)」祖には実績の累計を配入してください．

６「特配事如には、平成２年度（１９９０年劇を正申とした排出趣の対比や、省エネ製品開発など他者の沮由効果ガス排出１Ｍ域への貫凹路グリーン■途の採用、特定フロンなどの采１月扣定外の幽圧効果ガスのIWi域
などをEB入して<超さい．

住所(岱人にあっ
ては、主たる事務
所の所在地）

東京都港区虎ノ門４丁目３番３号

氏名（法人にあっ
ては、名称及び代
変容の氏名）

株式会社イシン・キヨウトカワラマチ・オペレーションズ
代表取締役マイケル・ニギッチ

事業者の主たる
業菰 ホテル業

蕨当する事業者
要件 原京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第１号麟当事業者（大規模エネルギー使用卒業者（原油に換算して1,500キロリットル以上））

『 〕;[都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第２号又は第３号麟当事業者（大規模運送噸業者（トラック又はパス100台以上／タクシー150台以上／鉄道車両
150両以上）

辰京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第４号麟当事業者（その他の温室効果ガスの大規模排出卒業者（二酸化炭素に換算して3,000トン以上））

計画期間 平成２０年４月～平成２３年３月

基本方針

平成１９年度を基準に平成２２年度のＩ風室効果ガス排出量を５％削減する。

推進体制

環境マネジメントシステム名称

適用範囲

取得年月日

年度ごとの具体
的な取組及び措
極の状況

年度

20年度

21年度

22年度

股備、対象、工程等

ボイラー

特高受変甑設備

空鯛機等

措匝内容

燃焼空気量の瞬整を行ないボイラーの燃焼効率を改祷する

愈気の受変Ｉ麹ib率を改善する

運用時間、設定；且度を見直し効率的な運用をはかる

鶴i瀧i：
ガスの

排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合計

実績に対する自己評価

基軍q三度（築綴）

(19）年度
(=酸化良素UQ耳）

目標年度（計画）

(22）年度
(=酸化1噸M具耳）

増減率
(計画）

報晉年度（美顧）

(21）年度
(=酸化炭索換算）

増減率
(実績）

40667.0ｔ 4,434.0ｔ －５．０船 4,215`０ｔ -9.7船

ｔ ｔ 船 ｔ 粥

ｔ ｔ 船 ｔ 兇

●Ｌ40667.0ｔ ●ａ4,434.0ｔ -5.0粥 の４ 40215.0ｔ -9.7兇

受電股備改修等の効率改瞥でCO2削減に寄与できました､今後もエネルギーロス改善により22年度目標をクリヤーするよう努めます。

原単位当たりの
温室効果ガス排
出趾等

用途区分 原単位の指標

ホテル
二酸化炭素換算

延べ床面積
二酸化炭素換算

二酸化炭素換算

実絞に対する自己８F価

基箪年度（実績） 目標年度（計画） 増減率（計画） 報告年度（実繊） 増減率（実131）

0.135t-CO2/㎡ 0.128t-CO2/㎡ －５．０船 0.122t-CO2/㎡ -9,7船

船 船

船 飴

エネルギー使用の無駄に対する社員の癒繊向上が表れていますが、さらに教育指導を徹底させます。

その他の地球温

園i化対策による
温室効果ガスの
削滅赴等

対策等の区分

森林の保全及び整備

府内童の木材の利用

自然エネルギーを利用した麺力
又は熱の供給

グリーン愈力の購入

家庭における温室効果ガス排出
丘の削減効果分の購入

削減量等合計

目標年度（計画）

】hln丘辱 (=酸化輿索換Zｐ

(整臼面積） hａ (吸収且） ｔ 

(利用且） ｍ■ (li１械凸》 ｔ 

(夷危仕） kwｂ (I､波邑） ｔ 

(然供I間位） GＪ (嗣独且》 ｔ 

(【H入仕） kwｈ (Ｉｉｉ按伍） ｔ 

(KW入孟〕 ｔ (剛hAa） ｔ 

中３ｔ

報告年度（実績）
RME丘郁 (二酸化j其索供耳）．

(壁佃因戟） hａ (吸収日］ ｔ 

(利用量） ｎｌＤ (nm璽量〕 ｔ 

(発盆且） kwｈ (nII域斌） ｔ 

(縞供給ft） GＪ (1M械団 ｔ 

⑪入且） kwｈ (I､塑母、 ｔ 

(l#入鋤 ｔ (1M酸匿） ｔ 

＊５ ｔ 

差引排出通

(排出合計一削独9F台8f）

基準年度（実綴）

＊】40667.0ｔ

目標年度（叶画）

(画一“40434.0ｔ

地減串（計画）

-5.0％ 

報告年度（実ili）

“-(⑥４，２１５．，ｔ 

墹減率（実Hi）

－９．７％ 
地球温暖化;Fj策
に資する社会貢

特肥事項


